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一一般ニュース

一般

産学連携本部

東京大学産学連携本部／大阪大学産学連携推
進本部共催シンポジウム「大学発ベンチャー
によるグリーンイノベーション」を開催

　３月 12 日（金）14 時より、情報学環・福武ホールに
て、東京大学産学連携本部／大阪大学産学連携推進本部
共催シンポジウム「大学発ベンチャーによるグリーンイ
ノベーション」が開催された。
　本シンポジウムは、東京大学と大阪大学の共催という
初めての試みであり、「グリーンイノベーション（環境
エネルギー技術・産業の革新）」がテーマであるため、
注目度も高く、大学発ベンチャーや環境ビジネスにか
かわる産学官関係者、学生等から約 180 名の参加登録が
あった。
　影山和郎産学連携本部長の挨拶の後、東京大学関連の
環境ベンチャーの取り組みとして、出雲 充氏（㈱ユー
グレナ代表取締役）と、川端秀雄氏（バイオエタノール
革新技術研究組合 技術開発本部長代行）、大阪大学関連
として、高尾正樹氏（日本環境設計㈱専務取締役）と、
吉野 巌氏（マイクロ波環境化学㈱代表取締役社長）か
らそれぞれ事業紹介の発表があった。ミドリムシの食品
化や非食用原料を含む低コストの次世代バイオディーゼ
ル製造プロセスの開発など、どれも大学から生まれた技
術を事業化したものである。
　パネルディスカッションでは、出雲氏、川端氏、高尾
氏に加え、塚原保徳氏（大阪大学大学院工学研究科マイ
クロ波化学共同研究講座准教授）、隅田剣生氏（文部科
学省産学官連携コーディネーター）がパネリストとして、
各務茂夫（産学連携本部事業化推進部長・教授）がモデ
レーターとして登壇した。
　世界中で温室効果ガスの削減が叫ばれる中、我が国は、
2020 年に温室効果ガスを 1990 年比で 25%削減するとい

う目標を掲げ、環境エネルギー分野で世界をリードする
ことを新たな成長戦略と位置付けた。パネルディスカッ
ションでは、大学発ベンチャーによるグリーンイノベー
ションの実現を目指し、大学発ベンチャーの事業モデル
について様々な観点から議論を行った。後半は一般参加
者との質疑応答のセッションを設けたが、多くの質問、
コメント、提案があり、活発な討論会となった。
　最後に大阪大学産学連携推進本部総合企画部長の正城
敏博教授から、本会議の総括と閉会挨拶があり、３時間
にわたるシンポジウムを終了した。

シンポジウムを熱心に聴講する参加者

シンポジウムの様子

一般

本部人材育成課

平成 22 年度新任教職員研修を開催

　４月５日（月）から６日（火）にかけて、安田講堂に
おいて平成 22 年度新任教職員研修が開催され、５日は
737 名、６日は 717 名の参加があった。
　昨年度に引き続き、今回で２回目となる本研修は、新
任教職員が東京大学の構成員として必要な法令、規則等
の基本的知識を修得することを目的とし、本学における
コンプライアンスの徹底並びにＦＤ・ＳＤの取り組みの
一環として実施された。
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総長による開講挨拶

　開講の挨拶において、濱田純一総長は、新任教職員へ
の歓迎の言葉とともに、「将来が見通しにくい今日にお
いて東京大学が果たすべきことは、大学が持っている知
識を基盤にして、次の時代をしっかりと創っていくこと
である」として本学及び本学教職員の任務について触れ、
この任務を果たすための方針や具体的な取り組みをまと
めた「行動シナリオ」について熱心に説明された。また、
挨拶の終わりには、コンプライアンスの観点から本研修
において職務遂行上の基本的なルールを学び、守ること、
その上でより良いルールを模索することの重要性を強く
説かれ、参加者は真剣な面持ちで聞き入っていた。
　本研修の講義内容と講師は次のとおりであり、参加者
の理解を図るための確認テストも実施された。限られた
日程での多岐にわたる内容であったが、新任教職員が本
学で勤務していく上での基礎的知識を集中して得られる
有意義な機会となった。

『平成 22 年度新任教職員研修日程』
○４月５日（月）９：35 ～ 17：20
・「総長挨拶」総長　濱田 純一
・「高等教育政策、国立大学法人の仕組み」　
 副理事・本部経営支援部長　鈴木 敏之　　　
・「学務・学生支援」
 本部教育・学生支援部長　矢野 由美　　　
・「研究」
 本部研究推進課長　糸井 和昭　　　
・「産学連携」
 産学連携本部知的財産部長・教授　小蒲 哲夫　　　
・「情報システム」
 情報システム本部副本部長・准教授　玉造 潤史　　　
・「ハラスメント」
　ハラスメント相談所
 チームリーダー（専門員）　矢野 ゆき　　　
・「アカデミックハラスメント」
 学生相談ネットワーク本部学生相談所長・教授　　　
 倉光　修　　　

・「メンタルヘルス」
　教育学研究科兼
　学生相談ネットワーク本部精神保健支援室・教授
 佐々木　司　　
　　学生相談ネットワーク本部企画室長・特任教授
 亀口 憲治　　

会場の様子

○４月６日（火）９：30 ～ 17：25
・「大学の経営・財務」
 本部研究推進部長　御厩 祐司　　
・「外部資金」
 本部外部資金課長　石井 康雄　　
・「物品・サービスの購入」
　本部契約課副課長（調達企画チームリーダー）
 熊澤 鉄也　　
・「出張旅費の仕組み」
　本部契約課副課長（旅費チームリーダー）
 生越 浩二　　
・「資産の管理」
 本部資産課長　川口 安名　　
・「会計システム」
　本部決算課係長（財務会計システムチーム）　
 村岡　俊　　
・「監査の視点から」
 本部監査課長　瀧田 忠彦　　
・「就業規則・服務」
 本部労務・勤務環境課長　梶　正治　　
・「環境安全・防災」
 環境安全本部企画調整部長・特任教授　　
 小山 富士雄　　
 安全衛生部長・教授　大久保 靖司　　
 主幹・准教授　刈間 理介　　
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部局

大学院総合文化研究科・教養学部

三鷹国際学生宿舎で新入生の歓迎会
行われる

　４月 10 日（土）、三鷹国際学生宿舎において、今年も
新入生を迎えるためのパーティーが開かれた。新たに入
居する学生の約８割が参加し、以前より居住していた学
生を含めると全体では約 300 人もの参加があった。
　このパーティーは宿舎生全員により構成される宿舎生
会の代表である宿舎委員会（MSC）と、留学生の宿舎
生活を支援する大学院生によるチューター組織である院
生会が主催したもので、新入生同士の交流の活発化を目
的としたものである。
　パーティー開始直前には共用棟前に受付の行列ができ
るほど大盛況で、パーティーが始まると新入生同士で積
極的に交流していた。

歓迎会開始直前には、共用棟前に長蛇の列

　また、歓迎会のイベントの一つとしてビンゴ大会を開
催した。所々に笑いも織り交ぜながらの進行で、会場全
体が盛り上がっていた。当たり数字が発表されるごとに、
歓声や溜息が会場に響き渡り、会場全体が一体となって
いた。
　ひとしきり盛り上がった後は、会場を共用棟から各棟
に移した。共用棟の懇親会では居住棟にとらわれない交
流を行い、各棟懇親会ではご近所同士の交流を深めても
らった。
　昨年の歓迎会と比較すると参加人数も大幅に増え、三
鷹宿舎も交流が盛んになってきているのを感じた。今後、
益々の宿舎生間の親交のきっかけになってくれれば、と
思う。

ビンゴの結果が出る度、会場には歓声と溜息が

早速できた友人と食事を囲みながらの交流

部局

大学院人文社会系研究科・文学部

PESETO人文学会議、開催される

　４月 10 日（土）、中国の北京大学において第２回
PESETO人文学会議が開催され、北京大学、ソウル大学、
東京大学の人文系部局の代表が集まった。本学からは小
松久男人文社会系研究科長以下８名の教員が出席した。
同会議はソウル大学の発案で、2007 年から隔年で開催
され、日中韓三カ国の人文学の学術交流をめざしてい
る。　
　第１回目はソウルで開かれ、今回はその２回目。
　同会議では「東アジアの文学と歴史における古典の現
代的価値」というテーマが掲げられ、各大学代表の挨拶
のあと、６つの研究報告と各報告に対する他国研究者か
らのコメント、さらに一般参加者との質疑応答が行われ
た。日本からは、古井戸秀夫教授と藤原克巳教授がそれ
ぞれ「歌舞伎の『三国志』」と「東アジアのなかの『源

部部局
ニュース
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氏物語』」についての報告を行った。
　古井戸教授は、『三国志演義』のなかで五虎大将軍の
一人として人気のある関羽が、日本人の間でもいかに愛
され、歌舞伎や浮世絵などで翻案され続けてきたかとい
う点について説明した。同教授によれば、歌舞伎『関羽』
は、歌舞伎十八番のなかで「唯一、外国人の英雄豪傑を
描く作品」であった。また二代目団十郎が『閏月仁景清
（うるおいづき - ににんかげきよ）』のなかで演じた関羽
は当時の江戸で人気を博し「四ヶ月のロングラン」となっ
た。
　藤原教授は、国風文化の典型と考えられがちな『源氏
物語』がいかに中国の古典文学を踏まえたものであった
かについて、多数の例を引きながら明らかにした。この
報告に対しては、北京大の厳紹 教授から、古代東アジ
アにおける「文化共同体」の存在を証明したものであり、
「21 世紀の東アジア文化と文明の発展に貴重な経験」を
提供したものだとのコメントがあった。
　このほか日本側からは、六反田豊准教授（朝鮮史）、
佐川英治准教授（中国史）、川原秀城教授（東アジア思
想史）、大西克也准教授（古代中国語学）らが、中国側・
韓国側からの報告に対して論評した。
　なお第３回会議は、２年後に本学で開催されることと
なっている。

本学からの参加者

部局

大気海洋研究所

ベトナム科学技術アカデミーの一行が
大気海洋研究所を訪問

　４月16日（金）、ベトナム科学技術アカデミー（Vietnam 
Academy of Science and Technology）の Duong Ngoc 
Hai 副院長・教授他、ベトナム計画・投資省、財務省の
関係者ら７名が大気海洋研究所を訪れた。今回の来訪は
同アカデミーが「南シナ海における自然資源と環境国際
協力調査プログラム」に基づき、今後の海洋科学におけ
る関係国との連携を図ることを目的として実現したもの
である。大気海洋研究所側は西田周平国際連携研究セン
ター教授をはじめ、教職員・学生 10 名が対応し、活発

な意見交換が行われた。今後は平成 13 年度より実施し
ている日本学術振興会の拠点大学交流事業「沿岸海洋学」
に続く、ベトナムとの新たな研究交流につながることが
期待できる。

大気海洋研究所の新棟玄関にて記念写真

Hai 副院長と西田教授

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

三鷹国際学生宿舎で自衛消防訓練行
われる

　４月 18 日（日）10 時から、三鷹国際学生宿舎において、
三鷹消防署の指導・協力により自衛消防訓練が行われた。
　三鷹国際学生宿舎は、鉄筋コンクリート３階建て６棟
から成り、現在教養学部に在籍する学生及び留学生等約
580 名が入居している。建物は耐火建築であるが、宿舎
の性格上火災等の防災には十分注意を払っており、その
一環として万一の場合を想定し、年に１回自衛消防訓練
を実施している。
　当日は晴天に恵まれ、留学生を含む宿舎生及び宿舎職
員、警備員約 100 名が参加して実施された。
　訓練は、宿舎生の居室から火災が発生したことを想定
して、火災報知器の発報により、宿舎生、警備員、職員
それぞれがどのように対応し、安全に避難するかを確認
する避難訓練から開始した。
　その後、２班に分かれ、水入り消火器を使用しての消
火訓練、屋内消火栓を使用しての放水訓練などを行えた
ことは、とても有意義であった。
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　最後に、今回指導をいただいた三鷹消防署より講評を
いただき、訓練は終了となった。

水入り消火器による消火訓練

消火栓による放水訓練

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

附属生態調和農学機構の開所式及び
開設記念公開講演会

　2010 年４月１日に本研究科に設置された附属生態調
和農学機構（以下「機構」と記す）の開所式（11 時～）
と開設記念公開講演会（14 時～）を４月 24 日（土）に
開催した。
　機構は、附属農場と附属緑地植物実験所を統合・改組
し、附属演習林田無試験地の教育・研究機能を組み入れ
て設置された教育研究施設であり、生態系と調和した農
林業と社会のあり方の探究を目指している。
　開所式では、来賓の坂口光治西東京市長と磯部雅彦副
学長にご挨拶を頂き、また生源寺眞一研究科長が機構開
設の背景と展望を述べた。小林和彦生態調和農学機構長
が機構出発の抱負を述べた後、機構教職員全員を紹介し
た。出席者は約 50 名であった。
　午後の開設記念公開講演会では、西東京市民を始めと
する一般の方を含めて約 85 名の参加のもと、生源寺研
究科長と松本洋一郎理事（副学長）の挨拶と、小林機構長、

二宮正士同教育研究部長による講演があった。参加者か
らは、「農に対するイメージが一変した」、「大変興味深
い話で、環境と持続性の重要性を理解できた」、「このよ
うな機会をもっと増やしてもらいたい」、「地域住民にも
開かれた研究教育施設としての発展を望む」など、好意
と励ましのご意見を、合計 27 名の方から頂いた。

磯部副学長（左）と坂口西東京市長（右）開所式にて

米川智司准教授から説明を受ける磯部副学長。機構見学会にて

松本理事（副学長）。開設記念公開講演会にて
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キャンパス

本部入試課

平成 22 年度入学者数決まるキキャンパス
ニュース

平成 22 年度新入生の人数は、次のとおりである。

科　　類 入学定員
合　格　者　数

入　　学
辞退者数

入学者数 留学生の入学者数 入学者
総　数一般選抜 特別選考

（第２種） 合　計 前期
等 後期 国　　費

留学生等
特別選考
（第１種）

文科一類

2,963 
（2,961）

401 7 408 0 408 39 3 0 450 
（401） （8） （409） （0） （452） （3） （0) （455）

文科二類 353 5 358 0 358 3 3 5 369 
（353） （4） （357） （0)） （360） （2） （4） （366）

文科三類 479 3 482 0 482 1 7 1 491 
（479） （4） （483） （1） （482） （8） （1） （491）

理科一類 1,129 4 1,133 3 1,130 33 18 5 1,186 
（1,129） （3） （1,132） （9） （1,153） （14） （4） （1,171）

理科二類 547 4 551 10 541 22 0 2 565 
（547） （3） （550） （3） （568） （2） （3） （573）

理科三類 100 0 100 0 100 0 2 102 
（98） （1） （99） （1） （98） （0） （0） （98）

全 科 類 100 100 100 2 
（100） （100） （100） （3）

合　　計 3,063 3,109 23 3,132 15 3,019 98 31 15 3,163 
（3,061） （3,107） （23） （3,130） （17） （3,113） （29） （12） （3,154）

（注） １．（　　）内は、昨年度を示す。
　　 ２．国費留学生等の人数には、国費留学生の他に政府派遣留学生、日韓共同理工系学部留学生を含む。
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キャンパス

本部学務課

平成 22 年度進学指導担当教員、決
まる

　教養学部（前期課程）から専門分野へ進学しようとする学生に対し、進学に関する諸問題について個人的な指導や相
談にあたる今年度の進学指導担当教員は、次のとおりである。

平成 22 年度進学指導担当教員名簿
平成 22 年４月現在

学部 職 名 氏 名 連絡先

法 全類 教 授 日 比 野 　 勤 03-5454-7664

医
医学科 教 授 黒 川 峰 夫 03-5800-9092

健康総合科学科 教 授 真 田 弘 美 03-5841-3419

工

社会基盤学 准 教 授 石 田 哲 也 03-5841-6102

建築学 准 教 授 大 月 敏 雄 03-5841-6169

都市工学 准 教 授 窪 田 亜 矢 03-5841-1845

機械工学
教 授 金 子 成 彦 03-5841-6429

機械情報工学

航空宇宙工学 教 授 津 江 光 洋 03-5841-6580

精密工学 教 授 太 田 　 順 03-5841-4252

電子情報工学 准 教 授 八 井 　 崇 03-5841-0416

電気電子工学 准 教 授 五 島 正 裕 03-5841-6675

物理工学 教 授 押 山 　 淳 03-5841-6810

計数工学 教 授
教 授

駒 木 文 保
原 　 辰 次

03-5841-6941
03-5841-6892

マテリアル工学 教 授 榎 学 03-5841-7126

応用化学 准 教 授 組 頭 広 志 03-5841-7192

化学システム工学 准 教 授 菊 地 隆 司 03-5841-1167

化学生命工学 教 授 小宮山　　　眞 03-5841-7206

システム創成学 准 教 授 定 木 　 淳 03-5841-7074

文 全学科 准 教 授 唐　澤　かおり 03-5841-3853

理

数学科 准 教 授 坂 井 秀 隆 03-5465-7034

情報科学科 教 授 辻 井 潤 一 03-5841-4098

物理学科 教 授 福 山 　 寛 03-5841-4193

天文学科 教 授 柴 橋 博 資 03-5841-4256

地球惑星物理学科 教 授 ゲラー・ロバート 03-5841-4306

地球惑星環境学科 准 教 授 大 路 樹 生 03-5841-4506

化学科 教 授 山 内 　 薫 03-5841-4334

生物化学科 教 授 坂 野 　 仁 03-5841-4396

生物学科 准 教 授 越 田 澄 人 03-5841-4433

生物学科 准 教 授 野 口 　 航 03-5841-4476

生物学科 講 師 井 原 泰 雄 03-5841-4483

生物情報科学科 准 教 授 程　　　久美子 03-5841-3043
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生命化学・工学専修 准 教 授 永 田 宏 次 03-5841-2279

生命化学・工学専修 准 教 授 中 村 周 吾 03-5841-5445

応用生物学専修 教 　 授 根 本 圭 介 03-5841-2781

応用生物学専修 准 教 授 岩 田 洋 佳 03-5841-5069

森林生物科学専修 教 　 授 富 樫 一 巳 03-5841-5217

水圏生命科学専修 教 　 授 浅 川 修 一 03-5841-5296

動物生命システム科学専修 助 　 教 清 川 泰 志 03-5841-8894

生物素材化学専修 准 教 授 江 前 敏 晴 03-5841-8199

農 緑地生物学専修 准 教 授 大 黒 俊 哉 03-5841-5049

森林環境資源科学専修 准 教 授 大 手 信 人 03-5841-5214

水圏生産環境科学専修 准 教 授 山 川 　 卓 03-5841-5279

木質構造科学専修 准 教 授 信 田 　 聡 03-5841-5251

生物・環境工学専修 准 教 授 富士原　和　宏 03-5841-5354

農業・資源経済学専修 教 　 授 松 本 武 祝 03-5841-5321

フィールド科学専修 准 教 授 大 黒 俊 哉 03-5841-5049

国際開発農学専修 准 教 授 山 川 　 隆 03-5841-7515

獣医学専修 准 教 授 堀 本 泰 介 03-5841-5397

経 全学科
（経済学科、経営学科、金融学科） 准 教 授 大 橋 　 　 弘 03-5841-5511

養

超域文化科学科 教 授 一　條　麻美子 03-5454-4863

地域文化研究学科 准 教 授 村　松　真理子 03-5454-4912

総合社会科学科 教 授 後 藤 則 行 03-5454-6473

基礎科学科 教 授 前 田 京 剛 03-5454-6747

広域科学科 准 教 授 蜂 巣 　 泉 03-5454-6615

生命・認知科学科 准 教 授 松 田 良 一 03-5454-6637

育 総合教育科学科 准 教 授 橋 本 鉱 市 03-5841-3943

薬 全学科 教 授 堅 田 利 明 03-5841-4750
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※ この連載では、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースを、当センターの取り組みの様子、活動状況などと共にご紹介していきます。

　新年度早々の４月２日（金）、政策ビジョン
研究センターは、海外からゲストを迎えまし
た。今回、森田朗センター長を訪問された
のは、ワシントン大学医学部長、ラリー・J・シャ
ピーロ教授（Larry J. Shapiro）です。ワシン
トン大学医学部と言えば、全米の医学部の中
で常にトップ３の地位にあることで有名です。
東大担当の親善大使
　ラリー・Ｊ・シャピー ロ 教 授（M.D., 
Distinguished Professor Executive Vice 
Chancellor for Medical Affairs and Dean, 
Washington University School of Medicine） 
は、遺伝学、分子生物学、生化学の研究者
として著名な方で、医学部長に就任される前
にはカリフォルニア大学サンフランシスコ校
医学部で 小児科学講座を担当されていまし
た。現在は、医学部長兼ワシントン大学の東
大担当親善大使を務められています。教授
はアメリカ科学アカデミー医学会（National 
Academy of Sciences' Institute of Medicine）
の会員の１人であり、他いくつかの学会の学
会長を務められています。
少子高齢化を見据えて
　今回の訪問では、東大担当親善大使就任
のご挨拶、ワシントン大学の奨学金プログラ
ム（McDonnell International Scholars 

　ちなみに、ワシントン大学医学部ではテー
ラーメイド医療 ¹ をはじめとする高齢化に関
連する研究が、ワシントン大学医療政策セン
ター（Center for Health Policy）では、医学
者を中心として医療経済の研究が進められて
います。

　国の「新成長戦略」では、課題解決型の戦
略的イノベーションを支援していく姿勢を、明確
に打ち出されています。そして、科学技術は成
長を支える、プラットフォームとしての役割を求
められています。総合科学技術会議の議論にお
いても、こうした姿勢が明確に打ち出されてお
り、そのためのツールの 1 つとして、社会と科
学技術イノベーションとの関係深化に向け、テク
ノロジーアセスメント（技術の社会影響評価）
等に基づいた取り組みを推進するとしています。
　このような状況においては、テクノロジーアセ
スメントや科学技術戦略本部といった、社会と
科学技術の媒介となる制度・組織のあり方につ

いて議論を深めることが重要です。また、科学
技術の現場で社会との関係で何が問題となって
いるのかを、分野横断的に具体的にマッピング
し、科学技術に関わる多様な社会的価値とその
ガバナンスのあり方について、包括的な知見と
視点を得ることも重要と思われます。
　そのため当センターは、「科学技術ガバナンス
研究会」と題した連続ヒアリング研究会合を開
催しています。各分野で活躍されている研究者
や政策実務家の皆様をお招きして、自由かつ幅
広くご意見を伺うと同時に、私ども、政策ビジョ
ン研究センター 技術ガバナンス研究ユニット及
び、公共政策大学院 I2TAプロジェクト等にかか
わる政策研究者との議論も行っています。
　各回の開催報告（講師による問題提起および、
討議における主要な論点）は随時当センター HP
上にて公開しております。是非ご覧ください。 

Academy Program）の説明、そして学術研
究交流の可能性について話し合われました。
　少子高齢化社会を見据えた医療政策研究
の重要性なども議論されました。アメリカで
は、医療保険改革の関連法案が連邦議会で
可決成立し、医療へのアクセス拡大に道が
開かれることになったのですが、これは医療
のコストと質の問題を解決するというより、
さらに大きく浮かび上がらせるものです。他
方、わが国でも少子高齢化が急激に進むな
かで、どうやって医療へのアクセス、医療の
コスト、そして医療の質のバランスを実現す
るのかが問われています。クリニカルデータ
を利用して医療の有効性を比較する研究
（comparative effectiveness research） 等 は、
課題解決の第一歩として極めて大きな役割を
果たすものと考えられます。

片岡 一則 教授（工学系研究科 /医学系研究科）

渋谷 健司 教授（医学系研究科）

中須賀 真一教授（工学系研究科）

下山 勲 教授（情報理工学系研究科）

山地 憲治 氏（財団法人地球環境産業技術研究機構 理事・研究所長）

坂井 修一教授（情報理工学系研究科）
【第 1回】4月21日（水）13:00 ～ 14:30

【第 2回】4月23日（金）15:00 ～ 16:30

【第 3回】5月11日（火）10:00 ～ 12:00

【第 4回】5月14日（金）16:00 ～ 17:30

【第 5回】5月18日（火）10:30 ～ 12:00

【第 6回】5月21日（金）16:00 ～ 18:00

柳瀬 唯夫 氏（経済産業省産業再生課 課長）
【第 7回】5月24日（月）10:00 ～ 11:30

【第 8回】5月25日（火）10:00 ～ 11:30

【第 9回】5月31日（月）09:30 ～ 11:00

連続ヒアリング企画    開催日程および講師

五神 真教授（工学系研究科）

http://pari.u-tokyo.ac.jp/unit/words.html

テーラーメイド医療は、パーソナライズド・メディ
スン (Personalized Medicine) と呼ばれることが
より一般的で、患者個人の分子・遺伝情報の違
いを把握し、疾病の原因や病態を形成する情報
を体系的に利用して、患者の治療効果が最大
に、他方で副作用が最小になるような予防また
は治療のことをいう。

（当センターHP 政策関連用語集より）

テーラーメイド医療
Tailor-made medicine

（写真左から）医学部附属病院副院長 五十嵐隆教授、政策ビジョン研究センター佐藤 智晶 特任助教、同 森田朗センター長、
ワシントン大学医学部長 ラリー・Ｊ・シャピーロ教授、医学部附属病院長 武谷雄二教授

豊島 聰 氏（独立行政法人医薬品医療機器総合機構 シニアアドバイザー）
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　最近、東京大学では、英語による講義（特に大学院）
の可能性が議論されている。さらに、「Ｇ 30」プログラ
ムの一環として、すべての講義を英語で行う新しい学部
コースを設置することが内定され、来年度中には学生募
集が行われると聞く。
　英語で教育を行うことは確かに「国際化」そのもので
ある。ただし、これはもちろん日本文化としての日本
語を軽視するものでは全くない。英語は、現時点でのリ
ンガフランカ、情報伝達の共通媒体であり、効率的な
媒体を持つことで情報発信がより容易になるという意味
である。この点で、諸外国は日本より遥かに進んでい
る。例えば、チューリッヒのスイス連邦工科大学（Ｅ
ＴＨ）の場合、院生の大多数及び多くの教員はスイス国
籍を有していないが、全ての大学院講義が現地語（ド
イツ語）ではなく、英語で行われ、事務スタッフや技
術職員さえも皆流暢な英語を話す、まさに世界に開かれ
た知的環境であるから可能であるともいえよう。これは
極端な例であるが、東大でも大学院教育の英語化を実
施することができれば海外から数多くの優秀な院生も、
また教員も集められる可能性は高い（現在、日本語が
少なくとも主要な障壁の一つであることは間違いない）。
そうなれば、東京大学の教育 ･研究もさらにレベルアッ
プするであろう。是非、前向きに検討すべきといいたい
が、その前に避けて通れない課題、すなわち、「東大生
の英語力」の問題がある。

　現在、私の見るところ、多くの日本人学生にとって、
英語による講義をフォローすることは至難の技ではない
だろうか。この私見が正しいとすれば、英語で講義を行
うことの意味はどこにあるのだろうか。英語力を評価す
るにはさまざまな手法がある。ＴＯＥＦＬ試験はその一
つで、国際的にも広く使われている。ＴＯＥＦＬの紙媒
体試験の点数は最低 310 点から最大 677 点で、アメリカ
の一流大学の博士課程に入学しようとすればＴＯＥＦＬ
スコア 600 点が合格ラインの目処である。これはあくま
で、辛うじて英語による講義をフォローでき、多少なり
とも議論に参加することができるというレベルであり、
正直にいうと、もっと高いスコアが望ましい。

　最近私が所属している専攻ではＴＯＥＦＬを大学院入
試の一環として使用している。残念ながら、ほとんど
の博士課程入試合格者のスコアは 600 点に達することな
く、550 点以上を達成する者でさえ、全体の約４分の１
程度にとどまっている。つまり、「英語」に限れば、現
役院生のトップのみが、アメリカの一流大学の博士課程
に「滑り込みセーフ」で合格、他のほとんどは不合格と
いうことになる。他専攻・他研究科の教員に聞いてみた
ところ、この状況は他部局でも同様のようである。
　日本のほとんどの学生は少なくとも中学校、高校、大
学１・２年の、合計８年にわたる英語教育を受ける。に
もかかわらず、博士課程進学時点のＴＯＥＦＬが、かく
も低いのはなぜだろうか。この疑問に答えるのは容易で
はない。我々の専攻（地球惑星科学専攻）では、数年前
から「科学英語演習」の科目を新設した。当初は選択科
目として始まったが、３年前から、博士課程の１年生に
は「原則必修」としている。講義は、夏冬学期、週２回、
計 52 回（計 78 時間）。講義の目的は必ずしもＴＯＥＦ
Ｌスコアを向上させることではなく、科学者として必要
不可欠となる、一般的な英語力（話す、聞くなど）を強
化することにある。まじめに講義に出席して、宿題もこ
なしさえすれば、ＴＯＥＦＬの再試験において、以前ス
コアの低かった学生で平均約 40 点アップ、既によかっ
た学生でも約 25 点アップというめざましい結果が得ら
れている。

　根本的な問題は日本における英語教育そのものにある
が、東京大学として、今、何ができるだろうか？ここで
一つ提案したい。夏休み中に、学部でも大学院でも、東
大生は全員「英語ブートキャンプ」を受けること。どこ
かに泊り込み、朝から晩まで４～６週間、英語を集中的
に学ぶ。この「英語漬け」の特訓で、学生の英語力が抜
群にアップするであろうことは間違いない。
　この提案を実現するためには、財源として相当なもの
を用意しなければならないだろう。しかし、東京大学が
世界の大学と伍して、それなりのポジションを占めたい
と思うのであれば、安いものである。逆に、この程度の
大改革を実施しなければ、東京大学の国際化は絵に描い
た餅に過ぎなくなってしまうであろう。

特別寄稿

英語のブートキャンプから世界へ：東京大学
の国際化を考える

ロバート・ゲラー
（大学院理学系研究科・理学部　教授）
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国際本部　AGS推進室

平成 22 年度東京大学 AGS 研究会研究課題
の募集

　東京大学、マサチューセッツ工科大学（MIT）、スイ
ス連邦工科大学（ETH）、チャルマーズ工科大学による
AGS（Alliance for Global Sustainability）は地球環境の
保全という制約条件下で持続的な発展を求めて現実的な
方策等の提言を行う共同研究を推進している国際パート
ナーシップです。スタートから 14 年を経過し、2006 年
より第３期活動を進めています。第３期においては各
大学が地域の活動により一層力を入れるという方針のも
と、東京大学AGS 研究会ではこれまで以上にアジアで
の活動を推進し、取り分け中国、韓国、東南アジア諸国、
インドのサステイナビリティに関わる研究・取り組みを
強化し、これらの国を代表する大学・研究機関との連携
を推進しています。
　
　このたび東京大学 AGS 研究会では、昨年と同様に
Full Project と Seed Project の２種類について平成 22
年度の研究課題を募集いたします。アジアを視点に置き
ながら、Full Project については、AGS の重点分野であ
る水、食糧、エネルギー、都市の未来、Mobility、リス
クマネージメントなどに関する研究課題の他に、高齢化
社会・持続可能性を支える文化の多様性や持続可能な社
会と Gender の役割などの新しい研究課題についても研
究基金を配分いたします。また、将来重要性が期待され
る Seed 的な研究課題 Seed Project についても研究基金
を用意いたします。特に今まで応募されていない新しい
方の応募、新しいアイデアに基づいた研究課題の提案を
お待ちしています。

１．研究課題応募に際しての留意点
　①　サステイナビリティに関する研究プロジェクトと

して採択されることを目指す研究であること。
　②　Full Project は学際性、国際性、社会連携（注１）

のいずれか一つ以上を満たすものであること。
　③　研究課題用の応募用紙を用いる（項目２を参照）。
　④　一件当たり Full Project は年間 150 万円以内、

Seed Project は 40 万円以内の研究助成基金を配
分する予定。

　⑤　研究代表者は本学教員であることが必須ですが、
共同研究者として研究員、大学院生が参画でき
ます。助成基金の配賦は秋以降となり、実質上
研究期間が平成 23 年度にかかりますので、来年
３月に退職される教員の方は研究代表者となら
れることをご遠慮ください。

　⑥　海外で実施されるWork Shop など AGS が関与
する会議で重要と認められた会議に参加する場
合の旅費は別途予算として計上準備する予定で
すので、本年度の研究課題申請の際には上記会
議への参加費用の計上は必要ありません。

　⑦　採択されました研究課題の研究代表者の方には以
下の義務を負っていただきます。いずれもその
時期になりましたらお願いの連絡をいたします。
・2011 年 12 月ごろに開催する中間報告会での
口頭発表（15 分間程度）

・2012 年６月ごろまでに５～６ページの報告
書提出

・会計報告

（注１）社会連携：技術や制度の社会における実践・普
及を念頭に置き、研究プロジェクトにおいて社会の様々
な関係者と連携すること。

２．応募ご希望の方は応募用紙をお送りいたしますので
下記まで連絡をください。

３．応募用紙にご記入の上、７月２日（金）までに
e-mail でご提出をお願いいたします。

　
応募用紙依頼、課題申請書の提出、問合せ先
　浅尾　修一郎（あさお　しゅういちろう）
　東京大学AGS 推進室
　内線：21548
　E-mail:asao@ir3s.u-tokyo.ac.jp
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お知らせ
お知らせ
情報基盤センター

各キャンパスで開催！
専門分野のデータベース講習会のお知らせ

　情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施しています。
　６月は、各専門分野のデータベースについて、実習形
式の講習を行います。
　本学にご所属であればどなたでも参加できます。

●申込方法：
予約優先です。先着順ですので、お早めに、下記のサイ
トからお申し込みください。席に余裕があれば、当日の
参加もＯＫ！
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

お申込ページはガコス　講習会で検索できます。

●会　場：
【本郷】総合図書館 １階 講習会コーナー　定員 12 名

【駒場】駒場図書館 地下１階 会議室　定員 24 名
※ 6/3、6/25 のみ 
駒場図書館カウンター前に集合

【柏】柏図書館　１階
6/4（金）：セミナー室２　定員８名（備付 PC使用）
6/15（火）：コンファレンスルーム　定員 24 名
　　　　　希望者先着８名まで備付 PC利用可
　　　　　持込 PC利用可（無線 LAN利用可能なもの）
6/22（火）：ラーニングサポートサービス　定員 26 名
　　　　　希望者先着 14 名まで備付 PC利用可
　　　　　持込 PC利用可（無線 LAN利用可能なもの）
6/23（水）：コンファレンスルーム　定員 24 名
　　　　　希望者先着８名まで備付 PC利用可
　　　　　持込 PC利用可（無線 LAN利用可能なもの）
6/30（水）：ラーニングサポートサービス　定員 26 名
　　　　　希望者先着 14 名まで備付 PC利用可
　　　　　持込 PC利用可（無線 LAN利用可能なもの）

【数理研】数理科学研究科棟２階 計算機室　定員 20 名
※ 6/2、6/3、6/16 のみ
【農図】農学生命科学図書館 本館３階 PC端末室
定員 12 名 
※ 6/18、6/24 のみ

●参加費：無料
●コース内容とスケジュール：
■ eol（有価証券報告書、企業情報）
　6/2（水）15:00-16:30【会場：本郷】

■ Business Source Complete（経済・経営、ビジネス）
　6/10（木）15:00-16:00【会場：本郷】

■MathSciNet（数学分野）（※）
　6/2（水）15:00-16:00【会場：数理研】
　6/3（木）15:00-16:00【会場：数理研】
　　　※理学部数学科、数理科学研究科所属者優先

■ Zentrablatt Math（数学分野）（※）
　6/16（水）15:00-16:00【会場：数理研】
　　　※理学部数学科、数理科学研究科所属者優先

■ SciFinder Scholar ( 化学・薬学分野 )
　6/4　（金）13:00-14:30【会場：柏】
　6/16（水）15:00-16:30【会場：本郷】

■ Lexis.com（世界各国の法令・判例）
　6/11（金）13:30-15:00【会場：本郷】

■ LexisNexis Academic ( 世界の新聞、企業情報 ) 
　6/11（金）15:15-16:15【会場：本郷】

■ PubMed（医学）+ RefWorks（文献管理ツール）
   6/15（火）15:00-16:30【会場：柏】

■ RefWorks（文献管理ツール）
　6/3　（木）13:00-14:00【会場：駒場】
　6/29（火）16:00-17:00【会場：本郷】

■OECD iLibrary（OECD統計）
　6/17（木）15:00-16:00【会場：本郷】

■ BIOSIS Previews（生命科学分野）
　6/22（火）15:00-16:00【会場：柏】

■Web of Science（全分野）+
　　EndNote Web（文献管理ツール）
　6/8　（火）16:00-17:30【会場：本郷】
　6/23（水）13:30-15:00【会場：柏】
　6/25（金）13:00-14:30【会場：駒場】自然科学向け
　6/25（金）14:40-16:10【会場：駒場】人社科学向け

■Web of Science　応用編
　6/30（水）15:00-16:00【会場：柏】

■国内の新聞記事を探すには？
　6/10（木）12:10-12:40【会場：本郷】
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  ＊このコースは予約不要です。

■電子ジャーナルで論文を入手
　6/17（木）12:10-12:40【会場：本郷】
＊このコースは予約不要です。

■レポート＆論文作成対策講習会
～これだけは押さえておきたいポイント教えます～
（基本的な文献の探し方 + 文献管理ツール）
　6/18（金）16:30-18:00【会場：農図】
　6/24（木）16:30-18:00【会場：農図】
＊このコースは予約不要です。

●ご希望の内容で出張講習します。
　ご希望の内容、日時、会場などに応じたオーダーメイ
ドの講習会を承っています。（無料）
授業の１コマや、ゼミなどにご活用ください。
ご希望の内容、日時、会場、人数、連絡先を、メールで
下記問合せ先までご連絡ください。
　詳細は下記サイトをご参照ください。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

●データベースや講習会の情報をお届けします。
Litetopi メールマガジン発信中。
　当係発行の Litetopi（リテトピ）メールマガジンは、
本学所属の方を対象に、各種データベースのニュースや
講習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

お知らせ
大学院農学生命科学研究科・農学部

第 38 回東京大学農学部公開セミナーのお知らせ

　大学院農学生命科学研究科・農学部では、以下の要領
でセミナーを開催します。無料で、どなたでも参加でき
ます。多くの方のご来場をお待ちしております。

第 38 回 東京大学農学部公開セミナー
『動物の行動を科学する』

「カラスの特異な食習性と地域食文化」
生圏システム学専攻　樋口 広芳　教授

「蛾のプロポーズ　
― 匂いと音によるコミュニケーション ―」

生産・環境生物学専攻　石川 幸男　教授
「マツノマダラカミキリ成虫の行動と松枯れ」

森林科学専攻　富樫 一巳　教授
「悩めるペットの行動治療」

応用動物科学専攻　武内 ゆかり　准教授

日　　時：６月 19 日（土）13：30 ～ 16：30
場　　所：東京大学弥生講堂・一条ホール
東京都文京区弥生１－１－１
地下鉄南北線   「東大前」下車  徒歩１分
地下鉄千代田線 「根津」下車  徒歩７分
対　　象：一般（どなたでも参加できます）
定　　員：300 名（当日先着順、事前登録不要）
参 加 費：無料
問合せ先：東京大学農学系総務課 総務チーム
　　　　　総務・広報情報担当
〒 113-8657　東京都文京区弥生１－１－１
電話：03-5841-5484 ／ 8179
mail：koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

※　受講証を発行いたします。
ご希望の方は、120 円切手をご持参の上、
当日受付でお申込ください。

主　　催：大学院農学生命科学研究科・農学部
共　　催：（財）農学会
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お知らせ
海洋アライアンス

海洋アライアンスシンポジウム
「第５回　東京大学の海研究 －地球システム
としての海－ 」のご案内

　海洋アライアンス（機構長：浦 環）の実施するシン
ポジウムをご案内します。本年で５回目の開催となる海
洋アライアンスシンポジウムですが、例年 300 名前後の
方々が参加されております。毎回、盛りだくさんの内容
でご好評を得ております。今回は海洋学際教育プログラ
ムの受講生による、海外での活動についての発表が加わ
り、さらに魅力的な内容となっております。文理の壁を
越え、海に関心のある皆様、奮ってご参加ください。

海洋アライアンス・シンポジウム
第５回東京大学の海研究
【地球システムとしての海】

日時：７月 12 日（月）
　　　10：00 ～ 17：00（９時 30 分から受付開始）
場所：小柴ホール（本郷キャンパス・理学部１号館）
　　　（懇親会は山上会館地階）
参加費：無料（懇親会費 3000 円程度を予定）

プログラム：
○企画の趣旨
　　副機構長　木暮一啓（大気海洋研究所）

̶大気から深海までを探る̶
○気候システムにおける海洋
　　渡部雅浩（大気海洋研究所）
○深海の雲と微生物
　　砂村倫成（理学系研究科）
○耳石から魚の生活史を探る
　　黒木真理（総合研究博物館）

̶海を知る技術̶
○海洋環境モニタリングのための新技術開発
　　福場辰洋（生産技術研究所）
○海洋エネルギーの利用実用化にむけて
　　高木建（新領域創成科学研究科）

̶世界の海を知るために̶
○ PEMSEA Youth Forum 報告
　　持留宗一郎（公共政策大学院）
　　高砂友里子（学際情報学府）
　　神山龍太郎（農学生命科学研究科）
○国連海洋法条約における海洋科学調査とは何か
　　許　淑娟（公共政策大学院）
○「うみあるき」ICTプラットフォーム
　　松浦正浩（公共政策大学院）

○挨拶
　　機構長　浦 環（生産技術研究所）
＊最新のプログラムは海洋アライアンスホームページで
随時更新いたしますので、ご参照ください。

＊参加申し込み方法：
　海洋アライアンスホームページから登録してくださ
い。
　http://www.oa.u-tokyo.ac.jp

主催：海洋アライアンス
代表推進者組織：理学系研究科、工学系研究科、農学生
命科学研究科、新領域創成科学研究科、公共政策大学院、
総合文化研究科、地震研究所、東洋文化研究所、生産技
術研究所、史料編纂所、大気海洋研究所、アジア生物資
源環境研究センター（2010 年 4 月 1 日現在）

お問い合わせ：
海洋アライアンス事務局  野村英明（大気海洋研究所）
E-mail: offi  ce@oa.u-tokyo.ac.jp
TEL/FAX：04-7136-6417



高橋進教授

　３月２日、法学政治学研
究科の高橋進教授が亡くな
られました。享年 61 歳で
した。
　高橋進教授は、1949 年
（昭和 24 年）１月、宮城県
に生まれ、1972 年３月に
東京大学法学部第２類を卒
業後、ただちにヨーロッ
パ外交史専攻の助手として同学部に採用されました。
1975 年（昭和 50 年）８月に東京大学法学部助教授に
就任、1986 年３月に「ヨーロッパ外交史」講座担当
の教授に昇任。以来、担当科目は「国際政治史」と
名を変えましたが、一貫してドイツを中心とするヨー
ロッパの内政と国際関係の研究・教育にあたられ、学
界において押しも押されもせぬ地位を築かれました。
　高橋教授は学内行政にも多大な貢献をしました。法
学部においては、評議員・副研究科長として学部長・
研究科長を補佐し、2003 年から 2007 年には「東京大
学 21 世紀ＣＯＥプログラム」の法学部における拠点
リーダーの大任を果たされました。全学行政における
活躍もこれに劣らず目覚しく、東京大学の史料保存や
キャンパス計画に長年携わったほか、広報委員長を２
期２年、そして総合研究博物館長を３期５年にわたり
務め、また逝去されるまで東京大学生活協同組合理事

長の任にあたられました。
　高橋教授の学外活動としては、第１に、新聞・雑
誌等での言論活動、第２に、現実の政治活動への理論
的支援、第３に外国の研究者との交流があります。第
１の論壇活動においては、世界と日本のその時々の政
治問題に理論的パースペクティヴを与える論文を発表
し、また書評・論壇時評を通じて、世論の動向に影響
を与えられました。第２の活動領域においては、地方
自治や市民運動に特に強く関与されましたが、日本の
政党政治の刷新にも終生意欲を燃やし続けておられま
した。第３の、外国との交流においては、多くの国際
学会に参加されたほか、ドイツやイギリスの研究者と
の交流に多大な貢献をなされました。
　高橋教授の学問の特色は、まず、緻密な実証性にあ
りました。歴史資料に対する愛着は、学内行政職務で
氏が最も気に入っておられ、最も長期に務められたの
が、東京大学の史料保存に関する委員会であったこと
にも現れております。それと同時に、高橋教授の研究・
言論は政治学理論への強い関心と広い知識に裏打ちさ
れていました。そして、研究における問題設定は、世
界と日本の現実をなんとか改善したいという意識に由
来していました。最後に遺された編著の題名が『政権
交代と民主主義』であったことは、高橋進教授の学問
人生を締めくくるにふさわしいものであったと言えま
しょう。

（大学院法学政治学研究科・法学部）

訃　報
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佐田登志夫名誉教授

　佐田登志夫先生は、病気
療養中のところ、去る４
月 13 日に逝去されました。
享年 84 才でした。
　先生は、大正 15 年に東
京で誕生、第一高等学校を
経て、昭和 23 年に東京大
学第二工学部精密工学科を
卒業されました。その後、
理化学研究所、マサチューセッツ工科大学、カーネギー
工科大学を経て、昭和 40 年に東京大学工学部教授に
就任されました。昭和 61 年に東京大学を定年退官後
は、電気通信大学教授、理化学研究所副理事長、豊田
工業大学副学長、㈱コンポン研究所所長、理化学研究
所バイオミメティックコントロール研究センター長な
どを歴任され、平成 17 年まで、現役の研究者として
活躍されました。
　佐田先生の専門は生産加工学です。機械磨耗、切削
加工、研削加工、工作機械、フレキシブル生産システ
ムなど広い分野で独創的な研究を行いました。またそ
の成果は、工作機械メーカや自動車メーカに導入さ
れ、生産設備の高精度化と自動化に直接結びつきまし
た。さらにコンピュータメーカと機械メーカからなる
統合化設計生産システムのコンソーシアムを組織する
など、我が国のものづくりをリードされました。これ
らは、1970 年代、80 年代の第１次、２次フレキシブ
ル生産システムブームを引き起こし、日本の生産技術
を世界トップに引き上げる原動力となりました。学会
においては、精密工学会、型技術協会、CIRP（国際

生産加工アカデミー）など生産関連の主要学協会の会
長を歴任されました。これらの業績により、平成２年
に紫綬褒章、平成３年にシュレージンガー賞、平成８
年に日本学士院賞、平成 12 年に勲三等旭日中綬章を
受賞されました。
　先生の主な研究には、基礎研究として、機械磨耗の
なじみ現象、切削におけるせん断力と加工誤差、研削
における砥粒脱落機構、工作機械の熱変形誤差などの
解明があり、それらの応用として、工作機械の適応制
御、故障の自動検出、製造ラインの無人運転などの実
用化があります。さらに、穂坂衛東大名誉教授らが開
発した３次元幾何モデルを生産に応用し、設計データ
により工作機械・ロボット・３次元測定機の制御命令
を生成し、加工・組み立て・検査をすべて自動化した
統合化設計生産システムを試作されました。いずれも、
生産現場の課題を理論的、実証的に解決するものでし
た。
　教育面では、多数の技術者、研究者を育成されまし
た。研究課題を自ら想起し、学生や若手に対して日夜
厳密な指導を行い、一方論文発表においては、すべて
学生を筆頭者、自らは最後としました。これは当時は
当たり前でなく、先生の率いる研究室員は奮起しまし
た。また、毎年７月に御自宅で行われた「七夕会」に
は、100 人近い卒業生と家族が集まりました。先生の
東大在任 21 年間の研究室は、大学教員約 30 人、企業
の設計・生産技術者約 90 人を輩出しました。
　学生や若手研究者の成長を心から喜ばれ、大きな心
で常に暖かな励ましを送って下さった先生が逝去され
たことは哀惜の念に堪えません。心よりご冥福をお祈
り申し上げます。

（生産技術研究所）
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鈴木紘一名誉教授

　鈴木紘一先生は、４月
20 日ご病気のため東大病
院でご逝去されました。享
年 71 歳でした。
　先生は昭和 37 年３月本
学理学部生物化学科をご卒
業後、同大学院化学系研究
科生物化学専門課程（現理
学系研究科）に進学され、
昭和 42 年３月に理学博士の学位を取得されました。
その後、日本学術振興会奨励研究員を経て、昭和 43
年７月より本学農学部農芸化学科酵素学研究室に助手
として勤められました。その間、昭和44年から２年間、
英国MRC分子生物学研究所に留学され、ノーベル賞
受賞者である F. サンガー博士と J. I. ハリス博士の下
で研鑚を積まれました。昭和 50 年６月に本学医学部
第二生化学教室の助教授となられ、さらに昭和 58 年
５月には東京都臨床医学総合研究所に遺伝情報部長と
して迎えられました。平成３年９月に本学応用微生物
研究所の教授にご就任になり、平成５年４月に研究所
の改組に伴い分子細胞生物学研究所教授・生体超高分
子研究分野主任となられ、平成 12 年３月に停年退官
されました。この間、平成９年４月から平成 11 年３
月まで分子細胞生物学研究所の所長として研究所の発
展にご尽力されました。平成 12 年５月には本学名誉
教授となられました。ご退官後は、東京都老人総合研
究所と東レ株式会社先端融合研究所の所長を歴任され
ました。

　先生のご研究の成果は多岐にわたっておりますが、
一貫してタンパク質の構造と機能について、常に最先
端の技術・手法を駆使してご研究を進めて来られまし
た。なかでも、カルシウム依存性中性プロテアーゼで
あるカルパインの一次構造を決定するとともにその高
次構造をＸ線解析で明らかにされ、さらにはその活性
化機構並びに生理機能・病態との相関に関するご研究
において常に世界をリードして来られたことは特筆さ
れるべきご業績です。
　先生は学生の教育と後進の育成にも力を注いで来ら
れ、ご薫陶を受けた人材は各地で活躍しております。
さらに、日本生化学会会長として学会の発展のために
ご尽力されるとともに、文部省・日本学術振興会の専
門委員としてわが国の学術の発展と推進において重責
を担って来られました。また、文部省科学研究費特定
領域研究「蛋白分解のニューバイオロジー」の領域代
表者や国際プロテオリシス会議の議長を務められ、我
が国のみならず世界のプロテオリシス研究の推進に多
大な貢献をして来られました。その他にも、ヒューマ
ンフロンティアサイエンスプログラムの審査委員や、
多くの国際学術誌の編集委員長、編集委員として、国
際的にも指導的な立場で活躍して来られました。
　先生は、日本のプロテオリシス研究を創成期から率
いてこられた第一人者として、この分野の今日の興隆
を嬉しくご覧になっていらっしゃいました。リーダー
シップを発揮されるに当たっては常に公正で、闊達
な研究コミュニティーを育てることを第一にお考えに
なっておられた先生のご遺徳を偲びつつ、ここに謹ん
でご冥福をお祈り申し上げます。

（分子細胞生物学研究所）
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人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等

（退　　職）
22.4.15 竹内　康雄 宇宙線研究所附属神岡宇宙素粒子研究施設准

教授
神戸大学大学院理学研究科教授

22.4.20 班目　春樹 大学院工学系研究科教授 内閣府原子力安全委員会委員
（採　　用）

22.5.1 清水　敏之 大学院薬学系研究科教授
22.5.1 今井　浩三 医科学研究所附属先端医療研究センター教授

（昇　　任）
22.4.16 石川　靖彦 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科講師
22.4.16 神原　淳 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科講師
22.4.16 喜多　浩之 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科講師
22.4.16 藤原　徹 大学院農学生命科学研究科教授 生物生産工学研究センター准教授
22.4.16 國場　敦夫 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
22.4.16 染田　清彦 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
22.4.16 開　一夫 大学院総合文化研究科教授 大学院情報学環准教授
22.4.16 望月　公廣 地震研究所附属地震予知研究センター准教授 地震研究所附属地震予知研究センター助教
22.5.1 大谷　航 素粒子物理国際研究センター准教授 素粒子物理国際研究センター助教
22.5.1 天野　史郎 大学院医学系研究科教授 医学部准教授
22.5.1 香取　秀俊 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授
22.5.1 津本　浩平 医科学研究所附属疾患プロテオミクスラボラ

トリー教授
大学院新領域創成科学研究科准教授

（配 置 換）
22.4.16 堀本　泰介 大学院農学生命科学研究科准教授 医科学研究所准教授
22.4.16 植田　一博 大学院情報学環教授 大学院総合文化研究科教授

（兼 務 命）
22.5.1 今井　浩三 医科学研究所附属病院長 医科学研究所附属先端医療研究センター教授

（兼 務 免）
22.5.1 山下　直秀 医科学研究所附属病院長 医科学研究所附属病院教授

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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特集
02 東京大学運動会航空部　全日本学生グライダー

競技選手権大会3位

NEWS
一般ニュース

06 産学連携本部
東京大学産学連携本部／大阪大学産学連携推進
本部共催シンポジウム「大学発ベンチャーによ
るグリーンイノベーション」を開催

06 本部人材育成課
平成 22年度新任教職員研修を開催

部局ニュース
08 大学院総合文化研究科・教養学部

三鷹国際学生宿舎で新入生の歓迎会行われる
08 大学院人文社会系研究科・文学部

PESETO人文学会議、開催される
09 大気海洋研究所

ベトナム科学技術アカデミーの一行が大気海洋
研究所を訪問

09 大学院総合文化研究科・教養学部
三鷹国際学生宿舎で自衛消防訓練行われる

10 大学院農学生命科学研究科・農学部
附属生態調和農学機構の開所式及び開設記念公開
講演会
キャンパスニュース

11 本部入試課
平成 22年度入学者数決まる

12 本部学務課
平成 22年度進学指導担当教員、決まる

コラム
14 ＰＣリユースのわ　第７回
14 インタープリターズ・バイブル vol.34
15 Policy + alt　vol.09
16 Crossroad　産学連携本部だより　vol.54
17 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第51回
17 ケータイからみた東大 ～東大ナビ通信～　
18 噴水　特別寄稿　英語のブートキャンプから世界へ：

東京大学の国際化を考える

INFORMATION
募集

19 国際本部　AGS推進室
平成 22年度東京大学AGS研究会研究課題の募集

お知らせ
20 情報基盤センター

各キャンパスで開催！
専門分野のデータベース講習会のお知らせ

21 大学院農学生命科学研究科・農学部
第 38 回東京大学農学部公開セミナーのお知ら
せ

22 海洋アライアンス
海洋アライアンスシンポジウム「第５回　東京
大学の海研究 －地球システムとしての海－ 」
のご案内

訃報
23 高橋進教授
24 佐田登志夫名誉教授
25 鈴木紘一名誉教授　

事務連絡
26 人事異動（教員）

淡青評論
28 アジアの研究者を村に連れて行く

編 集後 記
東大航空部の特集はいかがでしたか。今月号の特集は、
原稿は航空部の学生さんに作ってもらい、ページデザ
インは私が作らせていただきました。ページのレイアウ
トを作りながら、私も空を飛んでみたいと何度も思いま
したが、あいにく募集は学生パイロットのみのようなの
で、写真をみて空を飛んだ気分を味わうにとどめたい
と思います。皆さんも学内広報を片手に快適な空の旅
をお楽しみください。（ち）

◆表紙写真◆
　グライダー機内から見た眼下の光景（2ページに関連
　記事）



淡
青
評
論

七徳堂鬼瓦

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。
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東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp

アジアの研究者を村に連れて行く

森林組合、出荷組合などに連れて行った。真剣にメモを取るのは、詳細なレポートを上級官庁に提出し
なければならないからだが、それが生かされたという話は聞いた事がない。それよりも彼が好奇心をそ
そられたのが、ペットボトルで作ったモグラ駆除器。これは早速祖国でも役立つことになった。タイの
農業大学の準教授は実家の農業を手伝ってくれた。彼が興味を持ったのは、畦の「雑草」である。タン
ポポ、ツクシ、ヨモギなどを指差し、”edible?”を連発するのである。ついでに幼少期に食べていたドジョ
ウやタニシと農薬の話もした。彼がタイ式「ノビルご飯」を炊いてくれたが、新米のコシヒカリが柔ら
かすぎたのだろうか、タイ米のようにはうまく炊けなかった。エジプト人の研究者は、タイやミャンマー
の友人と違って、神社と寺が隣り合って建っていることが不思議でたまらないようだった。集落に関わ
る両者の役割の違いを説明したのだが、分かってもらえただろうか。
　学生も時折連れて行く。農村金融、産直、農協など、関心は様々である。ところが、立毛状態にある
農作物の名前を言えない。キャベツやカリフラワーは大丈夫、ニンジンやダイコンになるとかなり危う
い、ラッカセイやゴボウとなるともうお手上げである。大学では教えないかもしれない知見が、アジア
での農村経済調査の際、農民とのインタビューや農業景観の記述に役立つことがある。自分の調査目的
以外の事象にも広く目配りしてほしいと思う。

高橋昭雄（東洋文化研究所）

　研究所を訪ねてきたアジアからの研究者を、南房総の私の実家に連れ
て行くことが時々ある。かの国のお国柄かその方の個性か、農村で目に
する事物に対する反応や感想がちょっと予想外で興味深い。
　タイやミャンマーの研究者には、まず鋸山の大仏様にお参りしていた
だく。ここは、鎌倉、牛久に次ぐ、上座部仏教徒の巡拝地となっている
らしく、大陸部東南アジアからやってきた人たちとしばしば出会う。ミャ
ンマーからの友人は農村の組織化に興味があるとのことで、水利組合、
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